
２０２０年２月１２日 
日 本 放 送 協 会 

 

 

お 知 ら せ 

        

 

         

本日の経営委員会の同意を得て、同日付で次のとおり任命しました。

任期は３年です。 

  

  副 会 長   正
まさ

 籬
がき

  聡
さとる

 

（ 前職  理 事 ） 

 

 

 ※ 役員の担当は別紙のとおりです。（２月１２日付） 

 

 

なお、任期満了に伴い、堂元光副会長は２月１１日付で退任しました。 

 



経        歴 
 
 

   
 

昭和５８年 ３月  早稲田大学政治経済学部卒業 

〃  〃  ４月  日本放送協会入局 

〃  〃  ５月  鹿児島放送局放送部 

〃 ６３年 ８月  報道局ニュースセンター 

平成１０年 ６月  報道局取材センター（政治）記者 

〃 １４年 ６月  大阪放送局放送センター（報道）副部長 

〃 １７年 ６月  報道局取材センター（政治）担当部長 

〃 ２０年 ６月  報道局ニュース制作センター（テレビニュース）ＣＰ 

〃 ２１年 ６月  報道局ニュース制作センター（テレビニュース）ＥＰ 

〃 ２２年 ６月  報道局取材センター政治部長 

〃 ２４年 ６月  報道局ニュース制作センターテレビニュース部長 

〃 ２５年 ６月  報道局編集主幹 

〃 ２７年 ５月  大阪放送局長 

〃 ２８年 ４月  報道局長 

〃 ２９年 ４月  広報局長 

〃 ３１年 ４月  理事 

令和 ２年 ２月  副会長 

正  籬   聡
まさ  がき   さとる

 

昭和 35 年 12 月 29 日生 

（宮城県出身） 

 



                    ２０２０年２月１２日 

                          ＮＨＫ広報局 

 

正籬聡副会長の会見要旨 

 

 

本日付で副会長に就任しました正籬です。ＮＨＫは今、大きな節目を迎えて

いると思います。この４月からは常時同時配信・見逃し番組配信を本格的に始

めることになります。これによって視聴者の方々に、いつでもどこでもＮＨＫ

のコンテンツをお届けして、より視聴者の方々のお役に立てる、そういう大き

なチャンスが巡ってきたと思っております。それから今年は東京オリンピッ

ク・パラリンピックで、最高水準の放送をめざす年でもあります。また様々な

経営課題について、２０２１年度からの次期中期経営計画に盛り込んでいく、

その計画を立てる年でもあります。前田会長も２０２０年はＮＨＫの真価が問

われる年だと話しています。私はこれからの経営課題の解決に向けて、前田会

長をしっかりと支えていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいた

します。 
 
（Ｑ課題山積の中、特に力を入れたいという課題は）今、痛切に感じているの

は、フェイクに惑わされずに本当の情報を求めている大きなうねりが世界的に

も広がっていること。その時に視聴者の方々に、自分が知りたい情報、自分の

地域の細かい災害情報や、新型肺炎でどういうところに注意するかなど、いろ

いろな細かいことにきちんと応えて、視聴者の方々に必要とされる情報をＮＨ

Ｋとしてお伝えしていくことができるのか。そういうタイミングに今来ている

と思います。常時同時配信・見逃し番組配信を含め、デジタル展開も進めてい

きますが、視聴者の方々により信頼され、より必要とされるメディアに進化し

ていきたい。そこに力を入れていきたいと思っております。 

 

（Ｑ政治取材も長いが、政治や権力に対しどのようなスタンスで臨むのか）常

に心掛けてきたのは、放送法にも書いてありますが、正確で、公平・公正、自

主・自律。このことを常に頭に置いて、仕事をしてきました。これは一職員で

あっても、副会長であっても、変わることではないと考えており、その姿勢を

変えずに続けていこうと思っています。 
 

（以上） 



２０２０年２月１２日 

                       ＮＨＫ広報局 

 

副会長任命について 会長コメント 

 

 本日の経営委員会の同意を得て、同日付で 正籬
まさがき

聡
さとる

理事を副会長

に任命しました。 

このたびの副会長人事にあたっては、メディア環境や社会環境の

変化の中で、ＮＨＫがスピード感をもって改革を実現するために、適

材適所の人材登用が不可欠だと考えました。 

正籬副会長は、政治部長や報道局長を務め報道部門に精通してい

るほか、大阪放送局長や広報局長を歴任し協会の業務全般を幅広く

経験しており、ＮＨＫの業務を総理する会長を補佐する立場として、

適任だと考えました。 

 なお、正籬副会長には、現在の担務を継続させ、後任の理事は当面

置かないこととします。 

 引き続き視聴者・国民の皆さまの期待と信頼にしっかりと応えて

いくよう、私が先頭に立って力を尽くしてまいります。 

                           以上 



役員の担当            2020年 2月 12日付 
 

 担 当 領 域 

副会長 

正 籬  聡 

会長補佐 

秘書業務統括 

国際放送統括 

報道統括事務取扱 

専務理事 

木 田  幸 紀 

放送統括 

デジタル業務統括 

2020 東京オリンピック・パラリンピック業務統括 

専務理事 

板 野  裕 爾 
グループ経営改革統括 

専務理事 

技師長 

児 野  昭 彦 

技術統括 

情報システム・セキュリティ統括 

専務理事 

荒 木  裕 志 
経営企画統括 

理事 

松 原  洋 一 

視聴者業務統括 

営業統括 

理事 

黄 木  紀 之 

コンプライアンス統括（ハラスメント対策を含む） 

広報統括 

理事 

中 田  裕 之 

地域改革統括 

総務統括 

事業統括 

理事 

鈴 木  郁 子 

放送統括補佐（制作統括） 

女性活躍促進統括 

理事 

松 坂  千 尋 

新放送センター業務統括 

人事・労務統括 

財務・経理統括 
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